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さらに、 MC乳化における池中水滴 (W/O) 型エマルションの作製における温疫影響について検討した。
疎水化した MCアレイチップを用い、温度は 100Cと550Cに制御した。連続相は 5wt%のテトラグリセリン
結合リシノレート (TGCR)をデカン溶液に溶解したものを用いた。分散相は 1wt%の塩化と 5wt%のポリ
エチレングリコールを純水に溶解したものを用いた。変動係数を 5%未満の平均液滴径を 17~ 20 umの単
分散 W/O型エマルションが作製された。チャネル壁における分散相の接触角は 152。より大きく、 j温度の上
昇と共に増大した。550C超えたチャネルからの最大の液滴生成頻度は 100Cの4.5倍であった。 W/Oエマルショ
ンにおいて、狭い範囲の臨界Cau8数がオーバーすると液滴径が著しく変化した。
以上まとめると、 MC乳化において、広範囲の温度領域で変動係数が6%未満の単分散油と水液滴エマル
ションを作製可能であること、高温MC乳化により高い液滴生産力の O/W型およびW/O型エマルションが
得られること、提案した接触角の測定技術はマイクロスペースにおいて定量的なデータを得ることができ、
一つの実験において多重接触角データが得られるため、従来の技術より優れていること、 MC乳化における
分散棺の流れの遷移は調整キャピラリー数により統一的に説明可能であることが示された。
審査の結果の要旨
申請論文は、マイクロチャネル乳化における液滴作製への温度影響について、分散相および連続相の粘度、
両相荷の界面張力、接触角、また得られる油滴、水滴の平均サイズとサイズ分布などの物理的、物理化学的
パラメータを精綴に計i~IJ し、液j商作製プロセスとパラメータとの関係を明らかにしたものであり、マイクロ
チャネル乳化技術の応用性を高めた研究である。また接触角測定に関しては、マイクロチャネルを利用した
新たな計澱手法を提案した。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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